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■「消費生活に関するパネル調査」の現状と課題
公益財団法人　家計経済研究所

次席研究員　坂口　尚文

　「消費生活に関するパネル調査」は、公益財団法人 家計経済研究所が 1993 年に当時の若年女性（24
歳から 34 歳）を対象として開始したパネル調査である。このコラムが掲載されている 2011 年 9 月
は、ちょうど第 19回目の調査を実施している。本調査の英語調査名は “The Japanese Panel Survey of 
Consumers” である。以下では、英語調査名の頭文字をとって JPSCと表記する。
　パネル調査とは、同一個人を複数回にわたって追跡する調査である。振り返ってみると、JPSCが始
まった 1990 年代前半には、全国規模のパネル調査は日本にほとんど存在していなかった。当時は調査
の概要や結果を紹介する際に、まずはパネル調査とは何であるかから事細かに説明する必要があった。
そして、「この調査結果はパネル調査でしか分からない」とアピールできることこそがアドバンテージ
でもあった。しかし、2000 年代に入り、多くの大学や研究機関もパネル調査を開始するようになった。
パネル調査という調査を実施していることは、もはや JPSCだけの専売特許ではなくなっている。パネ
ル調査実施の比較優位が薄れたことは少し残念ではあるが、JPSCが社会科学の分野においてパネル調
査の意義・有用性が広く認知される礎の一つとなったこと、また JPSCと他のパネル調査との比較・検
証の可能性が開かれたことは、調査実施機関として喜ぶべきことである。
　日本にパネル調査が普及した現状を考えると、筆者がここでパネル調査自体について改めて説明す
ることは、このコラムを読んでいる多くの方々にとってもう聞き飽きた話なのかもしれない。調査実施
の経緯から、多くの読者にとって有意義な情報となるものは何であろうか。JPSCの特徴として言える
ことは、日本では歴史が古く、現在も進行中のパネル調査ということである。調査を続けていく限り、
この事実が JPSCの看板であることに揺るぎはないだろう。もちろん、単に「元祖」という名目的な価
値だけではない。一般的に、パネル調査はデータの蓄積がすすむことで情報量に一層の価値が出てく
る。そのため、20 年近く毎年途切れることなく調査を続けられたことは、それ自体が一つの達成であ
る。一方で、長年調査を継続してきたことにより、調査およびデータには様々な「疲労」が蓄積している。
そこで、先行したパネル調査が直面する課題について示すことは、他のパネル調査実施機関や今後調
査を検討している機関への一助にもなると考え、JPSCがどのような課題に現在直面しているかについ
て、ここでは 3点ほど述べることにしたい。
　その前に、JPSCの概要について簡単に触れておく。調査の概要については、過去の「中央調査社報」
にも、パネル調査の利点も交え紹介記事が掲載されているので、そちらも参考にして欲しい※。

※坂本和靖 , 2004,「消費生活に関するパネル調査の紹介と概要」中央調査報No.560
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1.調査の概要

　JPSCの調査対象は、1993年に24 ～ 34歳

の女性1,500人でスタートし、その後間隔をあ

けて3回ほど、対象者の年齢が連続するように

若い女性を調査に追加している。現在は20歳代

半ばから50歳代前半（1959 ～ 1984年生まれ）

にわたる幅広い年齢層の、約2,000人の女性が

対象となっている調査である。

　調査の主な目的は2つある。1つは、「消費生活

に関する」という調査名が示すとおり、収入、支

出などの家計についての情報収集である。調査

の対象を女性にした理由は、多くの世帯で女性

が家計の運営や家族生活の中心であろうと考え、

世帯の状況を正確に把握できると予想したから

である。よって、本人だけでなく配偶者や子ど

も、親などの情報も詳細に収集している。JPSC

のもう1つの目的は、女性のライフコースを長期

にわたり捕捉することである。JPSCでは女性を

20歳代半ばから追跡調査している。若年女性の

多くは転職・結婚・出産等の様々なライフイベン

トを経験する。これらのライフイベントに女性た

ちがどのように対処してきたかを、JPSCでは詳

細に把握することができる。むしろ、調査開始

時はこれらのイベントの把握に特化した調査で

あったといってもよく、結婚、出産、育児の設問

の数と内容はかなり手厚いものとなっている。特

に、調査開始の1990年代以降は、雇用形態の多

様化や少子化、未婚化など日本の社会構造が大

きく変化した時期といわれる。その期間に調査を

オンゴーイングで実施し、変化する状況を観測

していたことの意義は大きいだろう。

　人々がたどるライフコースのパターンは、各

人の「選択」と「帰結」が積み合わさったものとし

て形を現す。ある「選択」の後、各人がどのよう

な人生を歩んでいったか、その「帰結」が分かる

までは相当の時間を要する。調査から20年近く

を経て、ようやく「帰結」の一端がうかがえるよ

うになってきた。JPSCはパネル調査としての

成熟期を迎え始めている。

2.調査の長期化により直面している課題

2.1 加齢への対応
　調査の長期化で、JPSCにはいくつかの問題

が表れ始めている。その一つは対象者の加齢、

つまりライフステージの変化に応じて適切な質

問をどう組み替えるかである。JPSCでは対象

者を順次、追加してきたため、20歳代後半か

ら50歳代前半ばまでと、生産年齢人口の半分、

かつその中核ともいえる層をカバーできる調査

となっている。対象年齢の拡充は、JPSCの一

つの主眼である、日本の家計の実態を捉える目

的からは望ましいことである。また、幅広い年

齢層が含まれていることで、世代間の比較も可

能になっている。しかし、年齢層の広がりは、

JPSCのもう一つ目的である女性のライフコー

スの軌跡を効率的に把握することを難しくもさ

せている。

　JPSCでは費用・管理の面から、現在どの年

齢の対象者に対しても配偶状態別に同一の調査

票を使用している。一定の条件分岐はあるもの

の、尋ねている設問は原則として全対象で同一

のものである。当初は若い女性を対象にしてい

たことから、結婚、出産、育児に関する質問項

目が多いが、初回から参加している、現在40歳

代から50歳代の対象者は既に出産、育児期を終

えている者が多い。ライフコース捕捉の観点か

ら考えれば、中高年期に直面するライフイベン

トとして、子どもの教育・進学、親の介護、夫・

本人の退職前後の状況も詳しく調査し始めるべ

きなのだろう。JPSCでは紙ベースの調査票を

使用しているため、現実的には一回の調査で盛

り込める項目数に上限がある。新規の項目を追
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加する場合には既存の質問をある程度カットし

なければならない。このことがライフステージ

に合わせた対応へのネックになっている。対象

者のライフステージに則した質問を行うには、

対象の年齢等によって配布する調査票の内容を

変えることは一案ではある。ライフコースが多

様化している現在、結婚・出産の時期も分散し

ている。40歳で20歳の子どもがいる対象者も

いれば第1子を出産しようとしている対象者もい

る。また、年の離れた男性と結婚する対象者も

いれば、30歳代で親の介護に直面する対象者も

いる。前回調査で捕捉した情報、例えば本人や

子どもの年齢だけを用いて、各対象者が該当す

る設問をこちらが事前に選別することは難しい。

コンピューターによる調査画面の活用を考えれ

ば、対象者自身の回答に応じ、リアルタイムで

適切な設問を適宜組み替えて対象者に提示する

ことは可能であろう。調査票のページ数という

物理的制約もある程度は回避できる。しかし、

対象者全員がコンピューターを使えるのか（環

境・能力）といった別の、しかも調査設計に関す

る根幹的な問題が発生する。現状では、中高年

期に特有の項目は既存の設問の中に限られた項

目を追加する形で対応しているが、よりよい対

処法がないか常に模索している。

2.2 回答者の脱落
　調査の長期化による第2の課題は、対象者の

調査からの脱落の問題である。諸外国を含め他

調査の事例をみても、パネル調査では対象者の

一定の脱落が避けられないものと考えられてい

る。対象者が脱落することの大きなデメリット

はサンプルサイズの縮小である。JPSCの回収

率は、各年齢層とも調査2回目以降、毎回ほぼ

95％と高い水準を維持している。調査員が直

接、配布、回収する訪問留め置き法であること、

相応の調査謝金を支払っていることの影響が大

きいといえる。また対象が女性のみであること

の効果も大きいだろう。対象に男性を含めた他

のパネル調査では、回収率がほぼ8割台だから

である。ただ毎回5％の脱落であっても、20回

も調査が経過するとサンプルは初回の約半分に

なっている。調査期間が長期にわたるほど、わ

ずか１％の違いもその後の残存数を大きく左右

することになる。

　脱落の問題は、サンプルサイズの縮小だけに

とどまらない。ある特定の層だけが調査から脱

落し続けると、結果として調査に残っている層

にも偏りが生じる。年収の増減など状態の変化

は回答を継続している対象者の値しか観測でき

ないため、一定の層のみが脱落し続ける状況が

続くと、調査結果の信頼性を損なうことになる。

JPSCでは学歴間での脱落率の相違は各調査年

で若干あるものの、調査に残存している者の学

歴構成比は調査期間を通して大きく変化してい

ない。年収については脱落者と残存者で、調査

年によって前年年収に大きな違いがある年があ

る。年収が高いから脱落、低いから脱落とどち

らかの層が一方的に落ちているわけではないが、

これまでの調査全体を通してみると所得の高い

層が調査に残っているようである。

　脱落によるバイアスを事後的に補正する方法

は、いくつか考案されている。ただ補正に際し

て様々な仮定をおかなければならないため、い

ずれの方法とも一長一短がある。そもそも年齢、

学歴、年収、何に対してバイアスが生じている

のか。原理的には尋ねている質問の数だけ考慮

することができる。このような点から、バイア

スの補正をするしないを含めて脱落への対応は

分析者にゆだねている。調査実施者として対処

できることの一つは、脱落そのものを抑制する

ことである。JPSCでは回収率を維持するため、



－ 4－

－ 5710 － 中央調査報　No.647・平成23年9月10日発行　■

調査実施時以外にも年賀状を送付したり、調査

結果を分かりやすく紹介したパンフレットを作

成し送付したりするなど、定期的に回答者にコ

ンタクトをとるようにしている。また主要変数

については、脱落の傾向などを報告書等でまと

め情報を公開している。

2.3 データのユーザビリティについて
　最後は、調査の長期化に伴う最も大きな課題

である。それは、有用な情報が膨大なデータの

中に埋もれていくことである。パネルデータは

時間という軸がある分、クロスセクションデー

タに比べて一般的に複雑な構造となっている。

情報の蓄積が進みデータの有用性が高まれば高

まるほど、分析者はデータの扱いに骨が折れる

ジレンマに陥ってくる。多額の費用と時間をか

けデータを収集し保存しても、活用されないま

ま放置されたのでは何の意味もない。

　弊所ではJPSCのデータを学術関係者に公開

している。確かに、ユーザーからは分析開始前

のデータセットの作成が一苦労であるとの指摘

を受ける。またユーザーの研究成果を見ている

と、データセットの作成段階で力尽き、本来の

分析計画まで手が回らなかったと思しきケース

も多々ある。パネルデータの分析に用いる複雑

な計算は統計パッケージの関数群が実行してく

れても、読み込ませるデータセットは自分で作

成しなければならない。パネル調査の分析では、

往々にしてこのデータセットの作成に手を焼く

のである。

　弊所では、原則、調査年毎にその年の調査

からデータを作成し追加しているため、リリー

スデータでは一つのファイルに一調査年のデー

タだけが納められている。一つのファイルを開

けばそれがすぐにパネルデータという構造には

なっていない。よって、パネル分析を行いたい

分析者は各ファイルを縦なり横なりに結合し、

自身の用途に合わせたデータセットを作成しな

ければならない。コンピューターのプログラミ

ングにあまり慣れていないユーザーは、この段

階で立ちすくんでしまう。2、3年のデータであ

れば力技での処理もできるだろうが、20年すべ

てのデータを活用するとなるとコンピューター

の力を効率的に用いなければ多大な労力がいる。

　また、単年度のクロスセクションデータとし

て見た場合でもJPSCは相当な情報量を持った

調査である。JPSCの調査票は毎年60ページ

を越える分量がある。同じボリュームで20年近

くのデータが蓄積されたため、データセットに

収録されている質問＝変数の数は膨大なものと

なっている。これまでに割り振ってきた変数の

数は4,000を優に越え5,000に迫る勢いである。

個々のユーザーが分析で実際に使いたい変数は、

このうち1~2％であろう。多数の変数群の中か

ら自分が使いたいと考える変数までのアクセス

が大変である。JPSCは調査内容を変えた際は、

変数のラベルを変えている。ある特定の調査年

の調査票から設問に該当する変数のラベルまで

はたどれても、全調査期間中に設問にどのよう

な変遷があったのか（なかったのか）を知ろうと

すると、作業量は膨大にならざるを得ない。

　JPSCのデータが蓄積されたことによって、

ライフコースを分析することへの関心が、今後

より一層高まると思われる。しかし、JPSCにラ

イフコースを表す変数が直接、用意されている

わけではない。ユーザーは自分で必要な配列情

報を抽出し、データを構築しなければならない。

特にライフコースを分析する上では、調査開始

以前の状態や対象者の家族の情報も必須なもの

となる。JPSCでは最も若くて24歳から調査を

開始する。調査期間内のデータだけを用いると、

早く結婚、出産した人の状況が掴めない。調査
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が始まる前の状態に関しては、付随情報を用い

る必要がある。就業状態であれば、各年齢時の

就業状態を回顧調査で尋ねている。出産履歴な

どは子どもの年齢から逆算して個々の対象者の

履歴情報を作成することが可能である。また、

JPSCでは世帯員の情報も成員別にかつ詳細に

把握している。世帯員情報も調査を重ねるごと

に蓄積されていくため、あたかも対象者のパネ

ル調査の中に世帯員のパネル調査を包含したよ

うな形になっている。このように、ライフコース

を語る上で有用な履歴や世帯員の情報が確かに

データの中に存在している。だが、情報が存在

することと実際にそれを抽出、分析することの

困難さは全くの別問題である。履歴情報は調査

年以前、世帯員情報は対象者以外のものであり、

調査年と対象者を基準に構成したパネル調査の

構造からは本来外れるデータなのである。ライ

フコースを分析する場合は、変数や対象者個々

人によって長さの異なる配列を扱わねばならず、

それにはデータに対する一定の知識や長年の経

験が必要とされる。知識や経験はコンピューター

の発達によって代替されるものではなく、むし

ろ発達により高度化してしまった感がある。

　データの価値は、データから有用な情報を引

き出し、分析結果をどれだけ社会に還元できる

かに比例する。調査回数が少ないうちは、情報

の抽出はユーザー側の努力で対応できたのかも

しれない。調査が長期化しデータが複雑化した

ことによって、JPSCから得られる有用な情報

のいくつかは、JPSCに精通し、かつデータハ

ンドリングに熟練していなともはや取り出せな

い状況になりつつある。一休さんの虎の話と逆

で、「屏風から虎を出してあげますから、ぜひ

捕まえてください」という環境を用意しないと、

JPSCは（潜在）ユーザーからそっぽを向かれて

しまうだろう。個々の分析者が自身の関心領域

に集中できるよう、附属資料の整備を含め、蓄

積されたデータのリファクタリング（再整理）を

行うことが急務の課題である。

3.おわりに

　以上の3点は、調査の長期化に伴い面してい

る課題の主なものであり、この他にも有象無象

の問題がある。日本では、まだパネル調査実施

の歴史が浅いことから、これらの諸問題につい

て本格的に議論される機会は多くなかった。パ

ネル調査は、一旦、調査を実施し始めたら、途

中で大幅な変更を行うことが難しい。そろそ

ろ、パネル調査独自の方法論が日本でも活発に

議論されてしかるべきだろう。その際、JPSC

が先行事例の一つとなれば幸いである。また、

従来、社会調査を設計する場合は、何を尋ねる

かといった調査内容ばかりに焦点が行きがちで

あった。ただ、調査が長期化すればデータは必

ず複雑化する。現在、関心のあることを網羅的

に尋ねるだけでなく、中長期的にみたデータの

在り方を常に念頭においた調査設計もすべきで

ある。データの構造および格納の形式、そして

ユーザーのデータへのアクセスの仕方等、デー

タをデザインする思想がなければ、長いスパン

でみると大きな困難が待ち受けている。何に特

化した調査であるかを認識して描かれた良いデ

ザインは、調査の特性を十二分に引き出すこと

を可能にする。

　JPSCが調査回を重ね有用なデータとなって

いること、そして高い回収率を維持できている

ことは、対象者の継続的な回答協力と調査員の

働きかけ、並びに調査の実施を取りまとめてい

る中央調査社のご尽力の賜物である。ここに記

して感謝の意を表したい。
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1.最も好きなスポーツ選手

質問：「プロ・アマ、現役・引退、国内・国外を問わず、あなたが好きなスポーツ選手を１人だけ、
何の選手かもあわせてあげてください。」（自由回答）

・「イチロー」が７年連続の１位で、連続記録を伸ばしたが、人気にかげりが見える。
・ゴルフの「石川遼」は、大幅上昇の17.1％で昨年から一つ順位を上げ、２位。「イチロー」の19.5％に
迫る勢いが見られる。女性では「イチロー」をおさえ１位、年代別でも30代、50代、70歳以上で１位。
・サッカー日本代表で活躍中の「長友佑都」が３位に初登場。同じくサッカー日本代表の「長谷部誠」、
「本田圭佑」も14位に初登場。また、女子ワールドカップサッカーで金メダルの快挙を成し遂げた「な
でしこジャパン」キャプテンの「澤穂希」は初登場で10位。
・昨年２位の「浅田真央」は、大幅低下で６位に後退。
・ここ数年不祥事が続いた角界からは、横綱「白鵬」が４位に急上昇。また、通算勝星など数々の記録
を塗り替えた元大関「魁皇」は2007年以来のランクインで８位。

■「第19回　人気スポーツ調査」結果の概要
　中央調査社は、７月７日から18日にかけて、「人気スポーツに関する全国意識調査」を実施しま
した。調査は、無作為に選んだ全国20歳以上の男女個人を対象に個別面接聴取法で行いました（回
答者数1,269人）。調査は、同テーマで1993年以来毎年行っています。

今回（2011年）
（n=899）

2010年
（n=956）

2009年
（n=924）

2008年
（n=921）

2007年
（n=936）

1位
2位
3位
4位
5位

イチロー
石川遼
長友佑都
白鵬
長嶋茂雄

（野球）
（ゴルフ）
（サッカー）
（相撲）
（野球）

175人
154人
36人
30人
29人

19.5%
17.1%
4.0%
3.3%
3.2%

①
③
－
⑩
⑤

24.5%
9.6%
  － %
1.6%
3.9%

①
②
－
⑬
③

30.6%
5.5%
  － %
1.1%
4.0%

①
⑫
－
⑲
③

24.9%
1.4%
  － %
0.7%
4.2%

①
－
－
－
③

17.2%
  － %
  － %
  － %
5.7%

6位
7位
8位
9位
10位

浅田真央
王貞治
魁皇
松井秀喜
澤穂希

（フィギュアスケート）
（野球）
（相撲）
（野球）
（サッカー）

26人
22人
20人
16人
14人

2.9%
2.4%
2.2%
1.8%
1.6%

②
⑦
－
④
－

12.1%
2.0%
  － %
5.3%
  － %

⑥
⑤
－
④
－

2.8%
2.9%
  － %
3.0%
  － %

⑧
⑨
－
②
－

2.3%
2.1%
  － %
7.7%
  － %

⑦
⑤
⑮
②
－

2.5%
4.5%
1.1%
9.7%
  － %

11位
12位
〃

14位
〃
〃

田中将大
クルム伊達公子
宮里藍
ダルビッシュ有
長谷部誠
本田圭佑

（野球）
（テニス）
（ゴルフ）
（野球）
（サッカー）
（サッカー）

13人
12人
12人
10人
10人
10人

1.4%
1.3%
1.3%
1.1%
1.1%
1.1%

⑳
⑳
⑯
⑳
－
－

0.5%
0.5%
0.6%
0.5%
  － %
  － %

⑩
⑨
－
⑰
－
－

1.7%
2.1%
  － %
0.9%
  － %
  － %

⑯
⑩
－
⑱
－
－

0.9%
1.8%
  － %
0.8%
  － %
  － %

⑯
－
⑧
－
－
－

1.0%
  － %
2.2%
  － %
  － %
  － %

（注） －は上位2１位以下、○数字は順位。

▼最も好きなスポーツ選手（上位15位）

男性（n=431） 女性（n=468）
1位 イチロー 102人 23.7% 1位 石川遼 104人 22.2%
2位 石川遼 50人 11.6% 2位 イチロー 73人 15.6%
3位 長嶋茂雄 24人 5.6% 3位 浅田真央 24人 5.1%
4位 王貞治 13人 3.0% 4位 長友佑都 23人 4.9%
〃 長友佑都 13人 3.0% 5位 白鵬 19人 4.1%
6位 白鵬 11人 2.6% 6位 クルム伊達公子 11人 2.4%
7位 魁皇 9人 2.1% 〃 魁皇 11人 2.4%
〃 松井秀喜 9人 2.1% 〃 宮里藍 11人 2.4%
9位 澤穂希 7人 1.6% 9位 王貞治 9人 1.9%
10位 本田圭佑 6人 1.4% 〃 田中将大 9人 1.9%

▼男女別順位（上位10位）
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2.好きなプロスポーツ

質問：「あなたが好きなプロスポーツを、こ
の中（回答票＝（ア）大相撲、（イ） プ
ロ野球、（ウ）プロサッカー、（エ） プ
ロゴルフ、（オ） プロレス、（カ） プ
ロボクシング、 （キ）カーレース〔F1
など〕） からいくつでもあげてくださ
い。」（複数回答）

・ 「プロ野球」が昨年に続き１位となるも、人気
は低下。低迷が続いていた「プロサッカー」が
上昇し２位に返り咲く。「プロゴルフ」は、上昇
傾向が続き３位。一方、「大相撲」は４位に後退。

20代（n=114）  30代（n=167） 40代（n=156）

1位
2位
3位
4位
5位

イチロー
石川遼
長友佑都
澤穂希
浅田真央

27人
14人
7人
4人
3人

23.7%
12.3%
6.1%
3.5%
2.6%

1位
2位
3位
4位
5位
〃

石川遼
イチロー
浅田真央
長友佑都
中田英寿
本田圭佑

33人
30人
7人
6人
5人
5人

19.8%
18.0%
4.2%
3.6%
3.0%
3.0%

1位
2位
3位
4位
5位

イチロー
石川遼
長友佑都
浅田真央
王貞治

36人
28人
10人
6人
5人

23.1%
17.9%
6.4%
3.8%
3.2%

50代（n=142） 60代（n=163） 70歳以上（n=157）

1位
2位
3位
〃
5位
〃
〃

石川遼
イチロー
長嶋茂雄
長友佑都
松井秀喜
白鵬
澤穂希

32人
27人
8人
8人
4人
4人
4人

22.5%
19.0%
5.6%
5.6%
2.8%
2.8%
2.8%

1位
2位
3位
〃
5位

イチロー
石川遼
長嶋茂雄
白鵬
魁皇

35人
24人
9人
9人
8人

21.5%
14.7%
5.5%
5.5%
4.9%

1位
2位
3位
4位
〃

石川遼
イチロー
白鵬
王貞治
長嶋茂雄

23人
20人
14人
9人
9人

14.6%
12.7%
8.9%
5.7%
5.7%

▼年代別順位（上位5位）

今回（2011年）
（n=1,269)

2010年
（n=1,315）

2009年
（n=1,244）

2008年
（n=1,261）

2007年
（n=1,352）

2006年
（n=1,332）

1位
2位
3位
4位
5位

白鵬
魁皇
高見盛
琴欧州
稀勢の里

34.1%
23.1%
9.1%
4.9%
3.9%

①
③
④
⑤
⑧

31.2%
16.9%
13.2%
8.1%
4.0%

①
⑤
③
⑥
⑨

26.7%
9.2%
14.1%
9.1%
3.1%

①
⑥
③
②
⑧

25.7%
7.5%
12.8%
18.9%
5.6%

④
⑤
②
⑥
⑩

10.8%
10.0%
12.7%
9.5%
2.0%

⑦
④
⑤
①
⑬

7.8%
10.6%
10.2%
16.4%
0.7%

6位
7位
8位
〃

10位

把瑠都
日馬富士
豊真将
豪栄道
琴奨菊

3.6%
2.1%
1.5%
1.5%
1.4%

②
⑥
⑭
⑨
⑮

18.4%
5.6%
0.9%
2.3%
0.7%

⑬
④
⑮
⑩
－

1.1%
12.5%
0.6%
1.9%
－　

－
⑨
－
－
⑪

－　
4.0%
－　
－　
1.3%

－
⑨
⑭
－
⑮

－　
2.9%
1.0%
－　
0.7%

⑭
⑫
－
－
－

0.6%
0.9%
－　
－　
－　

1人も浮かばない 52.6% 44.3% 45.7% 45.7% 54.2% 50.2%

（注）－は16位以下、○数字は順位。

▼好きな現役力士（上位10位）

（調査の設計・方法など）
○調 査 地 域：全国   　○調 査 対 象：20歳以上の男女個人
○標 本 数：4,000   　○抽 出 方 法：層化三段無作為抽出法
○調 査 方 法：調査員による個別面接聴取法 　○調 査 時 期：2011年7月7日㈭～18日㈪
○有効回収数：1,269

３．好きな現役力士

　質問：「あなたが好きな現役の力士を３人まであげてください。」（自由回答、複数回答）

・横綱「白鵬」が、４年連続で力士ナンバー１。
・名古屋場所で通算勝星などの記録を塗り替え、引退した元大関「魁皇」は２位に上昇。

45.1

28.9

19.9

15.1

7.7

7.7

3.1

5.7

22.0

50.5

17.4

19.1

9.5

7.0

3.5

6.0

21.1

50.8

21.6

15.5

19.4

9.1

6.8

3.5

6.8

21.8

0 10 20 30 40 50 60 
(%)

プ ロ 野 球

プ ロ サ ッ カ ー

プ ロ ゴ ル フ

大 相 撲

プ ロ ボ クシング

カーレース（Ｆ１など）

プ ロ レ ス

そ          の          他

ど    れ   も   な    い

2011年（n=1,269)
2010年（n=1,315)
2009年（n=1,244)

17.817.8

▼好きなプロスポーツ

（調査部　園山紗絵子）
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8月の時事世論調査
　８月の時事世論調査の結果が
まとまった。菅内閣の支持率は
前月から0.8ポイント増の13.3％
で横ばい、不支持率は前月と
同じ 71.2％だった。菅首相は 8
月 26 日に正式に退陣を表明し
たため、在任中の支持率は最高
45.6%、最低 12.5% で、平均は
26.0%となった。菅首相は「原
発に依存しない社会を目指し、
段階的に依存度を下げることを
政府として進める」と表明。自
身が掲げた「脱原発依存」に向
けた考えは、支持率の回復には
結び付かなかったとみられる。
　調査は全国の成人男女 2000 人
を対象に、個別面接聴取法で 8
月 5日から 8日に実施。有効回
収（率）は 1312（65.6％）だった。

　この時期の動きを見ると、国
内では、20 年の夏季五輪招致
で、石原東京都知事が正式に立
候補を表明。都は、東日本大震
災から立ち直った日本を世界に
アピールする「復興五輪」と意
義付ける（7月 16日）。
　サッカーの第６回女子ワール
ドカップ（Ｗ杯）ドイツ大会で、
日本代表（なでしこジャパン）
が米国を破って初優勝を果たし
た。FIFA主催大会で日本が優勝
するのは、男女を通じて史上初
（同 17日）。
　高濃度の放射性セシウムを含
む稲わらが肉牛に与えられてい
た問題で、政府は原子力災害対
策特別措置法に基づき、福島県
全域の肉牛について出荷停止を
県に指示した（同 19日）。

23日）。
　米上院は、債務上限引き上げ
と財政赤字削減策を盛り込んだ
予算管理法案を可決。米国債が
史上初めて、利払いが滞る債務
不履行の危機は回避された（8月
2日）。
　米 S&Pは米国債の格付けを
｢AAA」から｢AA＋｣に１段階引
き下げたと発表。米国債の格付
けが最上位から転落するのは史
上初めて（同 5日）。

　政党支持率は、民主党が前月
比 0.1 ポイント増の 10.1％。自
民党は 0.5 ポイント増の 15.5％
で、自民党が民主党を上回る状
況は昨年11月以来、10ヵ月連続。
支持政党なしは 1.8 ポイント減の
65.6％。

　国民の景気感は、「良くなっ
た」は前月より0.5 ポイント減の
4.4％。「悪くなった」は 3.4 ポイ
ント増の 47.3％。この結果、時
事世論景気指数は 78となり、先
月よりやや悪化した。

　昨年の今頃と比べて暮らし向
きは、「楽になった」が 0.4 ポイ
ント増え、「苦しくなった」は 0.5
ポイント減って、それぞれ 3.0％、
33.3％となった。

　政府は、関西、北陸、中国、四国、
九州の電力５社の管内に向け、
この夏の節電を要請。なかでも
関電管内には昨夏の最大使用電
力に対して 10％以上の自主的な
節電を求めることを決定した（同
20日）。
　地上波テレビは、東日本大震
災で被災した岩手、宮城、福島
を除く 44 都道府県で 60 年近く
続いたアナログ放送が終了し、
地上デジタル放送に完全移行し
た（同 24日）。
　厚生労働省によると、10 年の
日本人の平均寿命は男性が 79.64
歳、女性は 86.39 歳。男性は前
年から 0.05 歳延びて過去最高を
更新し、世界５位から４位に。
女性は 0.05 歳短くなったが、26
年連続で長寿世界１位（同27日）。
　政府は、東日本大震災復興対
策本部を開き、復興基本方針を
決定。今後５年間を「集中復興
期間」と位置づけ、少なくとも
19兆円程度の事業規模で実施す
ることを明示した（同 29日）。
　政府は女子サッカーＷ杯で初
優勝したなでしこジャパンに国
民栄誉賞を授与する事を決定。
授与は 19 例目で、団体の受賞は
初めて（8月 2日）。
　福島原発事故の賠償を進める
ための原子力損害賠償支援機構
法が成立。原子力事業者が出資
して設立する支援機構によって
東電への公的資金投入などで破
綻を回避し、原発事故の賠償を
支援するのが柱（同 3日）。
　京都大の研究チームが、マウ
スの iPS 細胞（人工多能性幹細
胞）から精子を作り、卵子と体
外受精させてマウスの子を誕生
させることに世界で初めて成功
した（同 5日）。

　国外では、中国浙江省温州で、
23日北京発福建省福州行きの「中
国版新幹線」とも呼ばれる高速
列車が、落雷で停車中の別の列
車に追突し、追突した列車の先
頭４両が高架から落下した（7月

◇  告　知　板

時事世論景気指数

2004年 05年 06年 07年 08年 09年 10年
131.4 131.1 143.7 117.2 42.0 61.0 96.8
10年（8月）（9月）（10月）（11月）（12月）11年（１月）

111 92 86 94 97 115
（２月）（３月）（４月）（５月）（６月）（７月）（8月）
109 91 47 68 71 84 78

（上段：8月、下段：7月）
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